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1. はじめに 

近年、レアメタルの吸着材として有機高分子ゲルの利用が試みられている。この新規吸着材は、軽元素で

構成され軽量化による運搬コスト削減が可能、吸着基を 3 次元的に配置できる為格段の吸着効率向上が望め

る等、他の吸着材を凌ぐ利点を持つ為、現在社会的関心を集めている環境問題や資源確保問題の解決に大い

に資するものと期待される。これまでのこの新規吸着材に関する研究の多くは、正負どちらかの極性のレア

メタルイオンの吸着についてのみを対象として行われていた。そこで本研究では、正負どちらの極性のイオ

ンも効率的に吸着可能な双極性ゲルを作製し、様々な評価を試みている。今回はその評価の一環として、レ

アメタル陽イオンであるニッケルと、同陰イオンであ

る六価クロムを同時吸着した際の双極性ゲルのナノス

ケールの内部構造について調べるために、シンクロト

ロン光を用いた小角 X線散乱(SAXS)実験を行った。 

2. 実験方法 

Acrylamide (AAm) 1.5M、アニオン性の Sodium 

Acrylate (SA)とカチオン性の N,N-Dimethylaminopropyl-

acrylamide (DMAPAA)をそれぞれ 0.3Mの比率で配合し

た共重合ゲルを作製した。その後、ゲルを 24 時間精製

水で洗浄し、pH=3に調整したニッケル (10mM)・六価

クロム (10mM)混合水溶液(50mL)に 96 時間浸漬した。

湿潤状態の六価クロム・ニッケル同時吸着ゲルを SAXS

実験の測定対象とした。SAXS 実験は、高エネルギー

加速器研究機構内 Photon Factory の BL-10C で行った。 

3. 結果 

図 1 に、六価クロム・ニッケルを同時吸着した双極

性ゲルの SAXS プロファイルを示す。このプロファイ

ルにおける十分小さい領域(Guinier 領域)を図 2 の様に

プロットし、散乱体の慣性半径 Rgを評価してみる。散

乱ベクトル q が十分小さい領域では、以下の関係が成

り立つ。 

 

 

 

この式と図 2 の傾きから、六価クロム・ニッケルを同

時吸着したゲル中には 70.3Åの慣性半径を持つ構造体

が形成された事が推察される。また、図 1 のプロファ

イルを Guinier 領域よりさらに広角側の範囲で、図 3の

様にプロットすることで散乱体の形を評価できるが、

傾き -1 である事から、この構造体が棒状であること

も推察された。この事は、イオン吸着に伴うイオンと

高分子の相互作用による構造形成の一端を明らかにし

ていると考えられる。 

詳細については、当日会場にて報告を行う。 

Fig.1 SAXS profile of the bipolar gel. 

Fig.2 lnI(q) vs q2 plot of Fig.1 

Fig.3 logq vs logI(q) plot of Fig.1 
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